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【Ⅰ】　アラビア語研究と
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▪ꜝⱦ▪ √∟ 
Traditional Arab Grammarians 

 
Anas Hasan Abu: Mansour ꜟכ☻ⱴfiהכⱩ▪הⱢ◘fiה☻♫▪  

 
  

 

ₒзₓ ▪ꜝⱦ▪ ≤ Ьϔ ϸЮϒ   ̵       ▪♇♪▲▪ꜞ  

ₒиₓ Ᵽ☻ꜝ  
ₒйₓ ◒כⱨ□  
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∟ ╘√─⅛ ∆╢─│ ≢№╢⁹ ⌐│⁸ ⌂▪ꜝⱦ▪ √∟│

↓─ ─ ─ ⌐╕∏ ╩™∞™√⁹ ╠⅜ ∫≡™√ │⁸₈ ⇔™₉ ≤™

℮╙─│ ⅛╠─ ≢№╢≤™℮╙─≢№∫√⅜⁸↓╣│⁸ ≤™℮╙─│ ⅜

⌐ ╘√ ─ ≢№╢≤™℮▪ꜞ☻♩♥꜠☻ ─ √∟─ ≤│ ⌂∫√

╙─≢№∫√⁹ ╠▪ꜝⱦ▪ √∟│⁸ ⌂╢  дϐϼЧЮϒₐ◒ꜟ▪כfiₑ╩

⌐ ∆╢ ─ ─ ꜘכ▪ ≢№╢≤ ⅎ≡™√⁹ ╠─ ⌂ │⁸a fiₑכ▪ꜟ◒
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（アッドゥアリ）

【Ⅱ】　バスラ学派
【Ⅲ】　クーファ学派
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（アル・キターブ『書』）
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　アラビア語は西暦 7世紀の初めになってやっと本格的に研究され始
めた言語の一つだといっても過言ではない。アラブ人がいつ頃から自
分たちの言語を研究することに興味を持ち始めたのか断定するのは困
難である。歴史的には、伝統的なアラビア語文法学者たちはこの言語
の音の体系にまず関心をいだいた。彼らが持っていた信念は、「正しい」
言語というものは神からの啓示であるというものであったが、これは、
言語というものは人間が恣意的に決めた習慣の産物であるというアリ
ストテレス学派の学者たちの信念とは異なったものであった。彼らア

アラビア語文法学者たち

Traditional Arab Grammarians

Anas Hasan Abu: Mansour
（アナス・ハサン・アブー・マンスール）

江村裕文編訳
EMURA Hirofumi

〔その他〕
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ラビア語文法学者たちは、聖なる書　

 

1 
 

▪ꜝⱦ▪ √∟ 
Traditional Arab Grammarians 

 
Anas Hasan Abu: Mansour ꜟכ☻ⱴfiהכⱩ▪הⱢ◘fiה☻♫▪  

 
  

 

ₒзₓ ▪ꜝⱦ▪ ≤ Ьϔ ϸЮϒ   ̵       ▪♇♪▲▪ꜞ  

ₒиₓ Ᵽ☻ꜝ  
ₒйₓ ◒כⱨ□  

ₒкₓ йтмϠтЂ Ᵽ꞉▬ⱥכ▫☻  ≤ ϞϝϦЪЮϒ Ⱪₐכ♃◐הꜟ▪ ₑ  

 

ₒзₓ ▪ꜝⱦ▪ ≤ Ьϔ ϸЮϒ   ̵     ▪♇♪▲▪ꜞ  

 ▪ꜝⱦ▪ │ ─ ╘⌐⌂∫≡╛∫≤ ⌐ ↕╣ ╘√ ─ ≈∞≤

™∫≡╙ ≢│⌂™⁹▪ꜝⱩ ⅜™≈ ⅛╠ √∟─ ╩ ∆╢↓≤⌐ ╩

∟ ╘√─⅛ ∆╢─│ ≢№╢⁹ ⌐│⁸ ⌂▪ꜝⱦ▪ √∟│

↓─ ─ ─ ⌐╕∏ ╩™∞™√⁹ ╠⅜ ∫≡™√ │⁸₈ ⇔™₉ ≤™

℮╙─│ ⅛╠─ ≢№╢≤™℮╙─≢№∫√⅜⁸↓╣│⁸ ≤™℮╙─│ ⅜

⌐ ╘√ ─ ≢№╢≤™℮▪ꜞ☻♩♥꜠☻ ─ √∟─ ≤│ ⌂∫√

╙─≢№∫√⁹ ╠▪ꜝⱦ▪ √∟│⁸ ⌂╢  дϐϼЧЮϒₐ◒ꜟ▪כfiₑ╩

⌐ ∆╢ ─ ─ ꜘכ▪ ≢№╢≤ ⅎ≡™√⁹ ╠─ ⌂ │⁸a fiₑכ▪ꜟ◒

─ ≢№╢▪ꜝⱦ▪ ╩ ⌂╕╕⌐╕╙╡⁸∕╣⅜ ⇔√╡ ╦╣√╡⇔⌂™╟℮

⌐∆╢↓≤≢№∫√⁹ ⁸↓─╟℮⌂ ⌂ ⅜▪ꜝⱦ▪ ─ ╩ ↕∑

√ ⌂ ∞∫√─≢№╢⁹ 
─ ⱶכꜝ☻▬⌐╘ ╩ ⇔≡™╢─│▪ꜝⱩ ∞↑≤™℮ ≢│⌂

ↄ⌂∫≡™√⁹▬fi♪ ╙™╣┌Ɑꜟ◦▪ ╙◄☺ⱪ♩ ╙™√⁹∕╣╠─ ─

≢№╤℮⅛⁸▪ꜝⱦ▪ ─ ╖ ה ⅝ ה ⇔ ⌐ ─ ⅜ ┘ ╡ ╘√⁹↕╕↨

╕⌂ ─ ⅛╠─ ╙▪ꜝⱦ▪ ⅜ ⌂╦╣≡™ↄ ≤⌂∫√⁹ длЮ ꜝⱢfi

≤™℮ ⅜№╢⅜⁸↓╣│▪ꜝⱦ▪ ╩ ∆ ⅜ ℮ ⇔ↄ⌂™ ™ ⇔╛ ™─↓

≤╩ ∆⁹ꜝⱢfi│ ─ ™ ─╖⌂╠∏⁸ ╖ ⅝⅜≢⅝╢ ⌐≤∫≡╙

⌂ ≤⌂∫≡™∫√⁹ꜝⱢfi╩ ⇔≡│⌂╠⌂™≤™℮↓≤⅛╠⁸ √∟│▪ꜝ

『クルアーン』を人

類に対する神の啓示の徴（アーヤ）であると考えていた。彼らの主な
関心は、『クルアーン』の言語であるアラビア語を健全なままにまもり、
それが俗化したり失われたりしないようにすることであった。事実、
このような宗教的な興味がアラビア語の文法研究を発展させた主な原
因だったのである。
　西暦 7世紀の初めにイスラーム社会を形成しているのはアラブ人だ
けという状態ではなくなっていた。インド人もいればペルシア人もエ
ジプト人もいた。それらの外国人の影響であろうか、アラビア語の読
み方・書き方・話し方に堕落の影が忍び寄り始めた。さまざまな地域
の方言からの影響もアラビア語が損なわれていく原因となった。 

（ラハン）という言葉があるが、これはアラビア語を話す人が

使う正しくない言い回しや間違いのことを表す。ラハンは識字能力の
低い人のみならず、読み書きができる人にとっても日常的な問題と
なっていった。ラハンを犯してはならないということから、文法学者
たちはアラビア語をまもろうと努力するようになった。彼らがこのこ
とに成功したのは疑問の余地がない。西暦 7世紀の終わりごろまでに、
文法学者たちはこの目的を達成すべく互いに競いあい、そして、言語
を科学的に研究する方法が開発されたわけである。
　その競いあいの結果は、二つの、それぞれが独自の特徴を有してい
る、アラビア語文法史において有名な文法学派が確立したことにはっ
きりと見られる。一つはバスラ学派、もう一つはクーファ学派として
知られるようになった。双方ともイラクの都市の名前をとったもので、
これらの都市において言語に対する興味が見える形になっていったの
である。ラハンに対する戦いが重要だと最初に気づいた学者は、
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研究方法はいわば帰納的な方法で、観察を積み重ねることによって最
終的に一般的な特徴を明らかにしようとするものであった。アッドゥ
アリが自分自身で示唆していることだが、彼がたてた規則というのは
類推を積み重ねた結果であった。けれども、アッドゥアリと同時代の
学者でその時点で彼を認めたものはほとんどいなかった。そのため、
アラビア語文法の研究が始まったのはアッドゥアリの少なくとも 1世

紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは
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が

 

3 
 

─ ⌂ↄ≤╙ ≤™℮↓≤⌐⌂∫√ Ami:n 1956 ⁹ ╠│ ϲЂϖ дϠϜ   ϸϠК         ̵     Фϝ 

свϼϸϲЮϜ₈▪Ⱪ♄♇ꜝה▬Ⱪfiה▬☻Ɫה◒כ▪ꜟ Ɫ♪ꜝⱵ₉כ╩▪ꜝⱦ▪ ─

≤⇔≡ ╘≡™╢ Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelmann 1960, Flisch 1966 ⁹

Ami:n ▪Ⱶכfi │↕╠⌐⁸▪ꜝⱦ▪ ─ ⅜ ╕∫√─│ тЂйтмϠ Ᵽ꞉כ▫☻

▬ⱥ ⅜ϞϝϦЪЮϒa ▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ≤™℮ ⌂ ╩ ╦⇔√≤⅝∞≤ ⇔≡

™╢⁹▪♇♪▲▪ꜞ╛ ─ √∟─ ╩ ⅎ≡™√ │⁸ ϣвϸ϶ ϜдϐϼЧЮ Khidmat 

Al-Qur’a:n₈a ℮™≥fiₑ─√╘⌐₉כ▪ꜟ◒ ≢№∫√⁹▪♇♪▲▪ꜞ ≤ ─

√∟│▪ꜝⱦ▪ ─ ≢№∫√⇔⁸ ≢╙∕℮╖⌂↕╣≡™╢⁹ ╠─ │

▪ꜝⱦ▪ ─₈ ₉⌐↓∕ ─ ╩ ╓⇔√⅛╠≢№╢⁹ 
 
ₒиₓ Ᵽ☻ꜝ  
 ▬ꜝ◒─Ᵽ☻ꜝ ⅜▪ꜝⱦ▪ ─ ─ ⌐ ╦∫√⁹Ᵽ☻ꜝ ─ √∟

│ ╩ ∟ ≡√ ─ ≤╖⌂↕╣≡™╢⁹Ᵽ☻ꜝ ─ √∟│

⌐ ─ ≈─ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
 

  Ьϔ ϸЮϒ ϸмЂцϜ мϠϒ     ̵            ▪Ⱪהכ▪ꜟ ▪☻꞉♪ה▪♇♪▲▪ꜞ  

(1)      Ϝ ϸϠК ,сжϜмϸЛЮϜ ϝтлтЊж ,ϼлвЮϜ йЂϠжК ,Ͼвϼϲ дϠϖ дϝвϲϼЮ ϼ

  ЯЮϜ ̵   Ϩт  

Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
ꜘⱨꜘהכ▪ꜟ ▪♪꞉⁸♬כ▪Ⱪ♪ꜟꜝⱨⱴכfiה▬ⱩfiהⱥꜟⱵ☼⁸▪fiⱣ◘Ɫה

▪ꜟ Ⱶⱨꜞ⁸♫☻ꜟה▪ꜟ ꜠▬◦  

(2)    ϲЂϖ сϠϒ дϠϖ ,ϼвК мϠϒФϝ                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q ▪Ⱪהכ►ⱶꜟ⁸▬Ⱪfiה▪Ⱪהכ▬☻Ɫכ◒  

(3) ЄУ϶цϜ ,ЬтЯ϶ЮϜ ,Ѐжмт                                                        
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash ꜟ▪⁸☻♬כꜚ Ɫꜞ⁸ꜟכ▪ꜟ ▪ⱨⱨ□◦ꜙ  

『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わした

ときだと主張している。アッドゥアリや彼の弟子たちの研究を支えて

いた動機は、
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 Khidmat Al-Qur’a:n「『クルアーン』のた

めに」という合言葉であった。アッドゥアリ一と彼の弟子たちはアラ
ビア語文法の先駆者であったし、現在でもそうみなされている。彼ら
の業績はアラビア語の「擁護」にこそ最大の影響を及ぼしたからであ
る。

【Ⅱ】　バスラ学派

　イラクのバスラ学派がアラビア語の文法研究の誕生に関わった。バ
スラ学派の学者たちは言語学的思想を打ち立てた最初の指導者とみな
されている。バスラ学派の学者たちは伝統的に以下の七つの世代に分
類されている。
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(4)  йтмϠтЂ ,рϸтϾтЮϜ ,ϸтϾ мϠϒ                                                    
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh ▪Ⱪ⁸♪▬◙הכ▪ꜟ Ᵽ꞉כ▫☻⁸▫♦כ▫☼ꜘ

▬ⱥ  

(5)  Ϝ ,ϞϼϦЦЄУ϶ц                                                                
Qutrub, Al-Akhfash ◒♩▲ꜟⱩ⁸▪ꜟ ▪ⱨⱨ□◦ꜙ  

(6)                            аϼϮЮϜ ,дϾϝвЮϜ ,ЄϝтϼЮϜ  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi ▪ꜟ ꜟ▪⁸◦כꜘꜞ ⱴ⁸♬▫☼כ▪ꜟ ☺ꜙꜟ

Ⱶ  

(7)                                                                                                                       ϸ  ϼϠвЮϜ  ̵      
Al-Mubarrad ▪ꜟ ⱶⱣ♇ꜝ♪  

 

Ᵽ☻ꜝ ─ √∟│⁸ ╠─≤∫√ ─ ⌐╟∫≡ ╠╣≡⅔╡⁸ тЂϝтЧЮϜтд  

Al-Qiya:siyyin₈◐ꜘכ☻─ ₁ √∟ ₉≤™℮№∞ ⅜ ⅜∫≡™╢╒≥≢№

╢⁹ЀϝтЧЮϜAl-Qiya:s │⁸Ᵽ☻ꜝ≤◒כⱨ□─ꜝ▬Ᵽꜟ ╩ ∆╢ ⌂

≤⌂∫√ Ami:n 1956 ⁹Ᵽ☻ꜝ ─ √∟│╙∫≤╙ ⌂ ─Ɽ♃כfi⌐╙

≤≠ↄ ─╖╩ ╘⁸ ─↓≤┌╛ ⌐╟ↄ ╠╣╢╟℮⌂₈ ₉⌂ ╩

™╢↓≤╩ ⇔√⁹Ᵽ☻ꜝ ─ √∟─ ⌂ │ дϐϼЧЮϜ  ₐ◒ꜟ▪כfiₑ≢

№∫√⁹ ╠│ ─↓≤┌⌐ ⅝╩⅔⅛∏⁸ ─ ≢№╢ⱬ♪►▫fi─↓≤┌╩

₈ ⇔™₉▪ꜝⱦ▪ ─ ≤ ⅎ√⁹Ᵽ☻ꜝ ─ √∟│ ↄ ≤∆╢

─ ⌐ □ⱨכ◒⁸╡√ ─ √∟⅜ ™╢ ╩₈ ⇔√₉ ∞≤⇔≡

⇔√⁹ ⌐Ᵽ☻ꜝ │ ─ ╩ ⅝ →⁸∕╣╩ ─ ≤⇔≡⇔╕∫

√⁹Ᵽ☻ꜝ ─ │⁸∕─ ─ √∟⌐₈ │ ≢№╢₉≤─ ╩

⌐ ⅝╦√╠∑√≤™℮ ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹Ᵽ☻ꜝ ⅛╠ ⇔™ ─ ╣╩≈

ↄ╡ ⇔√─│⁸ ─ ╦╡↓╤─ ϸвϲϒ дϠϖ ЬтЯ϶ЮϜAl-Khali:l Ibn Ahmad ▪

ꜟ Ɫꜞהꜟכ▬Ⱪfiה▪ⱨⱴ♪ ≢№∫√⁹ │ ⌐ ╠╣╢▪ꜝⱦ▪ ─ ╩

╠⅛⌐⇔⁸▪ꜝⱦ▪ ─ ⌐⅔↑╢ ─ ─ ─ ╩ ⇔√⁹╕√

│дтЛЮϜ ϞϝϦЪKita:b Al-”aynₐ▪▬fi─ ₑ≤ ┌╣╢⁸▪ꜝⱦ▪ ─ ─ ─

　　Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド）

　バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られ

ており、
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Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」
というあだ名が広がっているほどである。
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Al-Qiya:s（類推）は、

バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界線となった
（Ami:n 1956）。バスラ学派の学者たちはもっとも一般的な類推のパ
ターンにもとづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られ
るような「不規則」な派生形を用いることを批判した。バスラ学派の

学者たちの主要な資料は
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『クルアーン』であった。彼らは

都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのこと
ばを「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは
注意深く材料とする言語資料の選択に当たり、クーファ学派の学者た
ちが用いる資料を「堕落した」資料だとして非難した。最終的にバス
ラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまった。
バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」
との信念を支配的に行きわたらせたという点に見ることができる。バ
スラ学派から新しい別の流れをつくり出したのは、西暦 8世紀の終わ

りころの
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 Al-Khali:l Ibn Ahmad（アル＝ハリール・

イブン・アフマド）であった。彼は韻律に見られるアラビア語の体系
を明らかにし、アラビア語言語学の歴史における文献学の最初の学派

の基礎を確立した。また彼は
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と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編纂を始めたが、この辞書は
彼の存命中には完成しなかった。

　バスラ学派のもっとも大きな業績は、793年に死去した  
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(3) ϼвϲцϜ ,̭Ϝ  ϼУЮϜ ,сжϝтл ЯЮϜ          ̵           ̵                                                          

Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar ▪ꜟ ꜞⱨꜘ⁸♬כ▪ꜟ ⱨ□♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ

▪ⱨⱴꜟ  

(4)   ЂЮϜ дϠϜ ̵         ϦЮϜ ,ϤтЪ ̵        дϸЛЂ дϠϜ ,ЬϜ  м             ̵                                               

Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan ▬Ⱪfiה▪ꜟ ꜟ▪⁸♩כ◐▫☻ ♃►꞉כ

ꜟ⁸▬Ⱪfiה◘►♄fi  

(5) ϞЯЛϪ                                                                           

Si:bawayh（スィーバワイヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法
研究の伝統においてもっともはやく、独創的で完璧な記念碑を書き残

した。スィーバワイヒの文法は
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╩ ╘√⅜⁸↓─ │ ─ ⌐│ ⇔⌂⅛∫√⁹ 

Ᵽ☻ꜝ ─╙∫≤╙ ⅝⌂ │⁸793 ⌐ ⇔√   йтмϠтЂ Si:bawayh Ᵽ꞉כ▫☻

▬ⱥ ─ ⌐╟╢╙─≢⁸ │▪ꜝⱦ▪ ─ ⌐⅔™≡╙∫≤╙│╛ↄ⁸

≢ ⌂ ╩ ⅝ ─Ᵽ꞉▬ⱥכ▫☻⁹√⇔ │ϞϝϦЪЮϜAl-kita:bₐ▪ꜟ כ♃◐

Ⱪ ₑ≤™℮ ⅜≈↑╠╣≡™╢⁹a ▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ│⁸ ▪ꜝⱦ▪ ─

─ ⅜∆═≡↓─ ⌐ ∟ ≡╠╣╢ ≤ ⌂↕╣≡™╢⁹a▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ

⌐ ⇔≡│№≤≢ ╣╢⁹ 
 
ₒйₓ ◒כⱨ□  

□ⱨכ◒  ─ │ ЀϐϼЮϜ ϼТϓϮ мϠϜAbu: Ja’far Al-Ru’a:si ▪Ⱪהכ☺ꜗ▪ⱨ

ꜟ▪הꜟ□ ◦כ▪ꜟ ≢№╢⁹ │ тУЮϜЊмϲ жЮϜ сТ Ь   ̵       Al-Faisal fi: Al-NaHw ₐ

⌐⅔↑╢ ₑ≤™℮♃▬♩ꜟ─ ╩ □ⱨכ◒⁹√⇔ ─ √∟│ ⌐

─ ≈─ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
 

ϼвК мϠϜAbu: ”Umr ▪Ⱪהכ►ⱴꜟ  

(1) ϐϼЮϜ ,̭Ϝ  ϼϲЮϜ         ̵    Ѐ                                                                

Al-Harra:’, Al-Ru’a:si ▪ꜟ Ɫ♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ ◦כ▪ꜟ  

(2) ϝЂЪЮϜсϚ                                                                        

Al-Kisa:’i: ▪ꜟ כ▬כ◘◐  

(3) ϼвϲцϜ ,̭Ϝ  ϼУЮϜ ,сжϝтл ЯЮϜ          ̵           ̵                                                          

Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar ▪ꜟ ꜞⱨꜘ⁸♬כ▪ꜟ ⱨ□♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ

▪ⱨⱴꜟ  

(4)   ЂЮϜ дϠϜ ̵         ϦЮϜ ,ϤтЪ ̵        дϸЛЂ дϠϜ ,ЬϜ  м             ̵                                               

Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan ▬Ⱪfiה▪ꜟ ꜟ▪⁸♩כ◐▫☻ ♃►꞉כ

ꜟ⁸▬Ⱪfiה◘►♄fi  

(5) ϞЯЛϪ                                                                           

Al-kita:b『アル＝キターブ（書）』

という名前がつけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上ア
ラビア語の文法の伝統がすべてこの上に打ち立てられる土台と見なさ
れている。『アル＝キターブ（書）』に関してはあとで触れる。

【Ⅲ】　クーファ学派

　クーファ学派の創設者は
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╩ ╘√⅜⁸↓─ │ ─ ⌐│ ⇔⌂⅛∫√⁹ 

Ᵽ☻ꜝ ─╙∫≤╙ ⅝⌂ │⁸793 ⌐ ⇔√   йтмϠтЂ Si:bawayh Ᵽ꞉כ▫☻

▬ⱥ ─ ⌐╟╢╙─≢⁸ │▪ꜝⱦ▪ ─ ⌐⅔™≡╙∫≤╙│╛ↄ⁸

≢ ⌂ ╩ ⅝ ─Ᵽ꞉▬ⱥכ▫☻⁹√⇔ │ϞϝϦЪЮϜAl-kita:bₐ▪ꜟ כ♃◐

Ⱪ ₑ≤™℮ ⅜≈↑╠╣≡™╢⁹a ▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ│⁸ ▪ꜝⱦ▪ ─

─ ⅜∆═≡↓─ ⌐ ∟ ≡╠╣╢ ≤ ⌂↕╣≡™╢⁹a▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ

⌐ ⇔≡│№≤≢ ╣╢⁹ 
 
ₒйₓ ◒כⱨ□  

□ⱨכ◒  ─ │ ЀϐϼЮϜ ϼТϓϮ мϠϜAbu: Ja’far Al-Ru’a:si ▪Ⱪהכ☺ꜗ▪ⱨ

ꜟ▪הꜟ□ ◦כ▪ꜟ ≢№╢⁹ │ тУЮϜЊмϲ жЮϜ сТ Ь   ̵       Al-Faisal fi: Al-NaHw ₐ

⌐⅔↑╢ ₑ≤™℮♃▬♩ꜟ─ ╩ □ⱨכ◒⁹√⇔ ─ √∟│ ⌐

─ ≈─ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
 

ϼвК мϠϜAbu: ”Umr ▪Ⱪהכ►ⱴꜟ  

(1) ϐϼЮϜ ,̭Ϝ  ϼϲЮϜ         ̵    Ѐ                                                                

Al-Harra:’, Al-Ru’a:si ▪ꜟ Ɫ♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ ◦כ▪ꜟ  

(2) ϝЂЪЮϜсϚ                                                                        

Al-Kisa:’i: ▪ꜟ כ▬כ◘◐  

(3) ϼвϲцϜ ,̭Ϝ  ϼУЮϜ ,сжϝтл ЯЮϜ          ̵           ̵                                                          

Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar ▪ꜟ ꜞⱨꜘ⁸♬כ▪ꜟ ⱨ□♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ

▪ⱨⱴꜟ  

(4)   ЂЮϜ дϠϜ ̵         ϦЮϜ ,ϤтЪ ̵        дϸЛЂ дϠϜ ,ЬϜ  м             ̵                                               

Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan ▬Ⱪfiה▪ꜟ ꜟ▪⁸♩כ◐▫☻ ♃►꞉כ

ꜟ⁸▬Ⱪfiה◘►♄fi  

(5) ϞЯЛϪ                                                                           

Abu: Ja’far Al-Ru’a:si 

（アブー・ジャアファル・アル＝ルアーシ）である。彼は 
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╩ ╘√⅜⁸↓─ │ ─ ⌐│ ⇔⌂⅛∫√⁹ 

Ᵽ☻ꜝ ─╙∫≤╙ ⅝⌂ │⁸793 ⌐ ⇔√   йтмϠтЂ Si:bawayh Ᵽ꞉כ▫☻

▬ⱥ ─ ⌐╟╢╙─≢⁸ │▪ꜝⱦ▪ ─ ⌐⅔™≡╙∫≤╙│╛ↄ⁸

≢ ⌂ ╩ ⅝ ─Ᵽ꞉▬ⱥכ▫☻⁹√⇔ │ϞϝϦЪЮϜAl-kita:bₐ▪ꜟ כ♃◐

Ⱪ ₑ≤™℮ ⅜≈↑╠╣≡™╢⁹a ▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ│⁸ ▪ꜝⱦ▪ ─

─ ⅜∆═≡↓─ ⌐ ∟ ≡╠╣╢ ≤ ⌂↕╣≡™╢⁹a▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ

⌐ ⇔≡│№≤≢ ╣╢⁹ 
 
ₒйₓ ◒כⱨ□  

□ⱨכ◒  ─ │ ЀϐϼЮϜ ϼТϓϮ мϠϜAbu: Ja’far Al-Ru’a:si ▪Ⱪהכ☺ꜗ▪ⱨ

ꜟ▪הꜟ□ ◦כ▪ꜟ ≢№╢⁹ │ тУЮϜЊмϲ жЮϜ сТ Ь   ̵       Al-Faisal fi: Al-NaHw ₐ

⌐⅔↑╢ ₑ≤™℮♃▬♩ꜟ─ ╩ □ⱨכ◒⁹√⇔ ─ √∟│ ⌐

─ ≈─ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
 

ϼвК мϠϜAbu: ”Umr ▪Ⱪהכ►ⱴꜟ  

(1) ϐϼЮϜ ,̭Ϝ  ϼϲЮϜ         ̵    Ѐ                                                                

Al-Harra:’, Al-Ru’a:si ▪ꜟ Ɫ♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ ◦כ▪ꜟ  

(2) ϝЂЪЮϜсϚ                                                                        

Al-Kisa:’i: ▪ꜟ כ▬כ◘◐  

(3) ϼвϲцϜ ,̭Ϝ  ϼУЮϜ ,сжϝтл ЯЮϜ          ̵           ̵                                                          

Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar ▪ꜟ ꜞⱨꜘ⁸♬כ▪ꜟ ⱨ□♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ

▪ⱨⱴꜟ  

(4)   ЂЮϜ дϠϜ ̵         ϦЮϜ ,ϤтЪ ̵        дϸЛЂ дϠϜ ,ЬϜ  м             ̵                                               

Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan ▬Ⱪfiה▪ꜟ ꜟ▪⁸♩כ◐▫☻ ♃►꞉כ

ꜟ⁸▬Ⱪfiה◘►♄fi  

(5) ϞЯЛϪ                                                                           

Al-Faisal fi: Al-NaHw 『文法における公準』とい

うタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。
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╩ ╘√⅜⁸↓─ │ ─ ⌐│ ⇔⌂⅛∫√⁹ 

Ᵽ☻ꜝ ─╙∫≤╙ ⅝⌂ │⁸793 ⌐ ⇔√   йтмϠтЂ Si:bawayh Ᵽ꞉כ▫☻

▬ⱥ ─ ⌐╟╢╙─≢⁸ │▪ꜝⱦ▪ ─ ⌐⅔™≡╙∫≤╙│╛ↄ⁸

≢ ⌂ ╩ ⅝ ─Ᵽ꞉▬ⱥכ▫☻⁹√⇔ │ϞϝϦЪЮϜAl-kita:bₐ▪ꜟ כ♃◐

Ⱪ ₑ≤™℮ ⅜≈↑╠╣≡™╢⁹a ▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ│⁸ ▪ꜝⱦ▪ ─

─ ⅜∆═≡↓─ ⌐ ∟ ≡╠╣╢ ≤ ⌂↕╣≡™╢⁹a▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ

⌐ ⇔≡│№≤≢ ╣╢⁹ 
 
ₒйₓ ◒כⱨ□  

□ⱨכ◒  ─ │ ЀϐϼЮϜ ϼТϓϮ мϠϜAbu: Ja’far Al-Ru’a:si ▪Ⱪהכ☺ꜗ▪ⱨ

ꜟ▪הꜟ□ ◦כ▪ꜟ ≢№╢⁹ │ тУЮϜЊмϲ жЮϜ сТ Ь   ̵       Al-Faisal fi: Al-NaHw ₐ

⌐⅔↑╢ ₑ≤™℮♃▬♩ꜟ─ ╩ □ⱨכ◒⁹√⇔ ─ √∟│ ⌐

─ ≈─ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
 

ϼвК мϠϜAbu: ”Umr ▪Ⱪהכ►ⱴꜟ  

(1) ϐϼЮϜ ,̭Ϝ  ϼϲЮϜ         ̵    Ѐ                                                                

Al-Harra:’, Al-Ru’a:si ▪ꜟ Ɫ♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ ◦כ▪ꜟ  

(2) ϝЂЪЮϜсϚ                                                                        

Al-Kisa:’i: ▪ꜟ כ▬כ◘◐  

(3) ϼвϲцϜ ,̭Ϝ  ϼУЮϜ ,сжϝтл ЯЮϜ          ̵           ̵                                                          

Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar ▪ꜟ ꜞⱨꜘ⁸♬כ▪ꜟ ⱨ□♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ

▪ⱨⱴꜟ  

(4)   ЂЮϜ дϠϜ ̵         ϦЮϜ ,ϤтЪ ̵        дϸЛЂ дϠϜ ,ЬϜ  м             ̵                                               

Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan ▬Ⱪfiה▪ꜟ ꜟ▪⁸♩כ◐▫☻ ♃►꞉כ

ꜟ⁸▬Ⱪfiה◘►♄fi  

(5) ϞЯЛϪ                                                                           

Abu: ”Umr （アブー・ウマル）

⑴　 
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╩ ╘√⅜⁸↓─ │ ─ ⌐│ ⇔⌂⅛∫√⁹ 

Ᵽ☻ꜝ ─╙∫≤╙ ⅝⌂ │⁸793 ⌐ ⇔√   йтмϠтЂ Si:bawayh Ᵽ꞉כ▫☻

▬ⱥ ─ ⌐╟╢╙─≢⁸ │▪ꜝⱦ▪ ─ ⌐⅔™≡╙∫≤╙│╛ↄ⁸

≢ ⌂ ╩ ⅝ ─Ᵽ꞉▬ⱥכ▫☻⁹√⇔ │ϞϝϦЪЮϜAl-kita:bₐ▪ꜟ כ♃◐

Ⱪ ₑ≤™℮ ⅜≈↑╠╣≡™╢⁹a ▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ│⁸ ▪ꜝⱦ▪ ─

─ ⅜∆═≡↓─ ⌐ ∟ ≡╠╣╢ ≤ ⌂↕╣≡™╢⁹a▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ

⌐ ⇔≡│№≤≢ ╣╢⁹ 
 
ₒйₓ ◒כⱨ□  

□ⱨכ◒  ─ │ ЀϐϼЮϜ ϼТϓϮ мϠϜAbu: Ja’far Al-Ru’a:si ▪Ⱪהכ☺ꜗ▪ⱨ

ꜟ▪הꜟ□ ◦כ▪ꜟ ≢№╢⁹ │ тУЮϜЊмϲ жЮϜ сТ Ь   ̵       Al-Faisal fi: Al-NaHw ₐ

⌐⅔↑╢ ₑ≤™℮♃▬♩ꜟ─ ╩ □ⱨכ◒⁹√⇔ ─ √∟│ ⌐

─ ≈─ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
 

ϼвК мϠϜAbu: ”Umr ▪Ⱪהכ►ⱴꜟ  

(1) ϐϼЮϜ ,̭Ϝ  ϼϲЮϜ         ̵    Ѐ                                                                

Al-Harra:’, Al-Ru’a:si ▪ꜟ Ɫ♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ ◦כ▪ꜟ  

(2) ϝЂЪЮϜсϚ                                                                        

Al-Kisa:’i: ▪ꜟ כ▬כ◘◐  

(3) ϼвϲцϜ ,̭Ϝ  ϼУЮϜ ,сжϝтл ЯЮϜ          ̵           ̵                                                          

Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar ▪ꜟ ꜞⱨꜘ⁸♬כ▪ꜟ ⱨ□♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ

▪ⱨⱴꜟ  

(4)   ЂЮϜ дϠϜ ̵         ϦЮϜ ,ϤтЪ ̵        дϸЛЂ дϠϜ ,ЬϜ  м             ̵                                               

Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan ▬Ⱪfiה▪ꜟ ꜟ▪⁸♩כ◐▫☻ ♃►꞉כ

ꜟ⁸▬Ⱪfiה◘►♄fi  

(5) ϞЯЛϪ                                                                           

　　Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ）

⑵　 
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╩ ╘√⅜⁸↓─ │ ─ ⌐│ ⇔⌂⅛∫√⁹ 

Ᵽ☻ꜝ ─╙∫≤╙ ⅝⌂ │⁸793 ⌐ ⇔√   йтмϠтЂ Si:bawayh Ᵽ꞉כ▫☻

▬ⱥ ─ ⌐╟╢╙─≢⁸ │▪ꜝⱦ▪ ─ ⌐⅔™≡╙∫≤╙│╛ↄ⁸

≢ ⌂ ╩ ⅝ ─Ᵽ꞉▬ⱥכ▫☻⁹√⇔ │ϞϝϦЪЮϜAl-kita:bₐ▪ꜟ כ♃◐

Ⱪ ₑ≤™℮ ⅜≈↑╠╣≡™╢⁹a ▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ│⁸ ▪ꜝⱦ▪ ─

─ ⅜∆═≡↓─ ⌐ ∟ ≡╠╣╢ ≤ ⌂↕╣≡™╢⁹a▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ

⌐ ⇔≡│№≤≢ ╣╢⁹ 
 
ₒйₓ ◒כⱨ□  

□ⱨכ◒  ─ │ ЀϐϼЮϜ ϼТϓϮ мϠϜAbu: Ja’far Al-Ru’a:si ▪Ⱪהכ☺ꜗ▪ⱨ

ꜟ▪הꜟ□ ◦כ▪ꜟ ≢№╢⁹ │ тУЮϜЊмϲ жЮϜ сТ Ь   ̵       Al-Faisal fi: Al-NaHw ₐ

⌐⅔↑╢ ₑ≤™℮♃▬♩ꜟ─ ╩ □ⱨכ◒⁹√⇔ ─ √∟│ ⌐

─ ≈─ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
 

ϼвК мϠϜAbu: ”Umr ▪Ⱪהכ►ⱴꜟ  

(1) ϐϼЮϜ ,̭Ϝ  ϼϲЮϜ         ̵    Ѐ                                                                

Al-Harra:’, Al-Ru’a:si ▪ꜟ Ɫ♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ ◦כ▪ꜟ  

(2) ϝЂЪЮϜсϚ                                                                        

Al-Kisa:’i: ▪ꜟ כ▬כ◘◐  

(3) ϼвϲцϜ ,̭Ϝ  ϼУЮϜ ,сжϝтл ЯЮϜ          ̵           ̵                                                          

Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar ▪ꜟ ꜞⱨꜘ⁸♬כ▪ꜟ ⱨ□♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ

▪ⱨⱴꜟ  

(4)   ЂЮϜ дϠϜ ̵         ϦЮϜ ,ϤтЪ ̵        дϸЛЂ дϠϜ ,ЬϜ  м             ̵                                               

Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan ▬Ⱪfiה▪ꜟ ꜟ▪⁸♩כ◐▫☻ ♃►꞉כ

ꜟ⁸▬Ⱪfiה◘►♄fi  

(5) ϞЯЛϪ                                                                           

 

　　Al-Kisa:’i: （アル＝キサーイー）
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╩ ╘√⅜⁸↓─ │ ─ ⌐│ ⇔⌂⅛∫√⁹ 

Ᵽ☻ꜝ ─╙∫≤╙ ⅝⌂ │⁸793 ⌐ ⇔√   йтмϠтЂ Si:bawayh Ᵽ꞉כ▫☻

▬ⱥ ─ ⌐╟╢╙─≢⁸ │▪ꜝⱦ▪ ─ ⌐⅔™≡╙∫≤╙│╛ↄ⁸

≢ ⌂ ╩ ⅝ ─Ᵽ꞉▬ⱥכ▫☻⁹√⇔ │ϞϝϦЪЮϜAl-kita:bₐ▪ꜟ כ♃◐

Ⱪ ₑ≤™℮ ⅜≈↑╠╣≡™╢⁹a ▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ│⁸ ▪ꜝⱦ▪ ─

─ ⅜∆═≡↓─ ⌐ ∟ ≡╠╣╢ ≤ ⌂↕╣≡™╢⁹a▪ꜟ Ⱪכ♃◐ ₑ

⌐ ⇔≡│№≤≢ ╣╢⁹ 
 
ₒйₓ ◒כⱨ□  

□ⱨכ◒  ─ │ ЀϐϼЮϜ ϼТϓϮ мϠϜAbu: Ja’far Al-Ru’a:si ▪Ⱪהכ☺ꜗ▪ⱨ

ꜟ▪הꜟ□ ◦כ▪ꜟ ≢№╢⁹ │ тУЮϜЊмϲ жЮϜ сТ Ь   ̵       Al-Faisal fi: Al-NaHw ₐ

⌐⅔↑╢ ₑ≤™℮♃▬♩ꜟ─ ╩ □ⱨכ◒⁹√⇔ ─ √∟│ ⌐

─ ≈─ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
 

ϼвК мϠϜAbu: ”Umr ▪Ⱪהכ►ⱴꜟ  

(1) ϐϼЮϜ ,̭Ϝ  ϼϲЮϜ         ̵    Ѐ                                                                

Al-Harra:’, Al-Ru’a:si ▪ꜟ Ɫ♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ ◦כ▪ꜟ  

(2) ϝЂЪЮϜсϚ                                                                        

Al-Kisa:’i: ▪ꜟ כ▬כ◘◐  

(3) ϼвϲцϜ ,̭Ϝ  ϼУЮϜ ,сжϝтл ЯЮϜ          ̵           ̵                                                          

Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar ▪ꜟ ꜞⱨꜘ⁸♬כ▪ꜟ ⱨ□♇ꜝ⁸►כ▪ꜟ

▪ⱨⱴꜟ  

(4)   ЂЮϜ дϠϜ ̵         ϦЮϜ ,ϤтЪ ̵        дϸЛЂ дϠϜ ,ЬϜ  м             ̵                                               

Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan ▬Ⱪfiה▪ꜟ ꜟ▪⁸♩כ◐▫☻ ♃►꞉כ
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　　 Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッ
ラーウ、アル＝アフマル）

⑷　 
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　　 Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、
アル＝タウワール、イブン・サウダン）

⑸　 
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(5) ϞЯЛϪ                                                                           

　　Tha”lab （サウラブ）

　クーファ学派の学者たちは、「不規則」という概念に強い関心を抱
いていた。そこでクーファ学派は「不規則学派」として知られるよう
になった。クーファ学派の学者たちはバスラ学派に比べるといくぶん
か寛大で、必ずしも一般的ではないような用法も許容した。彼らは 
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Tha”lab ◘►ꜝⱩ  
 
□ⱨכ◒  ─ √∟│⁸₈ ₉≤™℮ ⌐ ™ ╩ כ◒≢↓⧵⁹√™≡™

ⱨ□ │₈ ₉≤⇔≡ □ⱨכ◒⁹√∫⌂⌐℮╟╢╣╠ ─ √∟│Ᵽ☻

ꜝ ⌐ ═╢≤™ↄ┬╪⅛ ≢⁸ ∏⇔╙ ≢│⌂™╟℮⌂ ╙ ⇔√⁹

╠│ ϲЊУЮϜп Al-FuSha: ⱨ☻Ɫכ ₈ ₉⌐╙™╤™╤ ⌂∫√ ⅜ ⇔≡™

╢─∞≤™℮↓≤╩ ╘≡ ╘√⅜⁸∕╣│ □ⱨכ◒√╕⁹√∫№≢≥↓─ ─

√∟│ ≢╙ ─ ≤ ⅎ⁸▪ꜝⱦ▪ ⌐ ╠╣╢ ─∆═≡╩ ⇔╟℮≤

⇔√⁹↓─ ⅜ ≈─ꜝ▬Ᵽꜟ ─╙℮ ≈─ ≢№╢⁹≤™℮─│⁸Ᵽ☻ꜝ

─ √∟⅜ ─ ≤⇔√─│⁸╙∫≤╙ ⌂Ɽ♃כfi⌐╙≤≠ↄ ⌂

⌐ □ⱨכ◒⁹╢№≢╠⅛√™≡╣╠ ─ √∟│⁸ ─ ─ ╟╡╙⁸ ↄ

─ ╩ ⌂╕╕ ⇔╟℮≤⇔√─≢№╢⁹ 
 ↓╣╠ ≈─ │⁸ ─▪ⱪ꜡כ♅─ ⅜∕╣∙╣ □ⱨכ◒⁹√™≡∫⌂

│⁸ ┼─▪ⱪ꜡כ♅─ ≤⇔≡⁸ ⌐₈ ⌂₉ ╩≤╡⁸ ⌂

⅛╠▪ꜝⱦ▪ ─ ⌐ ⇔√⁹↓╣⌐ ⇔≡⁸Ᵽ☻ꜝ □ⱨכ◒⁸│ ─▪

ⱪ꜡₈╩♅כ ₉≤╖⌂⇔⁸∕─℮ⅎ≢₈ ₉╩ ⇔√▪ⱪ꜡כ♅╩ ⇔

√─≢№╢⁹↓─▪ⱪ꜡⁸≡∫╟⌐♅כⱣ☻ꜝ ─ √∟│⁸↕╕↨╕⌂ ─

╩ ⇔ ⇔╟℮≤⇔√─≢№╢ Al-Halawa:ni: 1979 ⁹ 
√ ⌐│ ╩ ↄ╝╢↕⌂™╟℮⌂↓─ ≈─ ─ ⌐╙⅛⅛╦╠∏⁸

─ ╦╡╕≢⌐⁸↓─ ≈─ │ ϸϜϸПϠ ϣЂϼϸвMadrasat Baghda:d Ᵽ◓♄♇♪

─ ─╙≤⌐ ↕╣√⁹Ᵽ◓♄♇♪ │⁸↓─ ≈─ ─ ⌂↕╕↨╕

⌂ ╩ ≤ ⇔ ⁸ ∕ ╣ ∙ ╣ ─ ⌂ ∫ √ ─ ╩ ⇔ ≡ ™ √ ⁹

ϢϸтϸϜϸПϠЮϜAl-Baghda:dida₈Ᵽ◓♄♇♪ ₉≤ ┌╣√↓─ ─ √∟│⁸▪ꜝⱦ▪

─√╘⌐╟╡ ⌂ ╩ ∟ ≡╢─⌐ ⇔√⁹ ╠─ │  дϠϜ ЬтЯ϶ЮϜ

ϸвϲϒAl-Khali:l Ibn Ahmad ▪ꜟ Ɫꜞהꜟכ▬Ⱪfiה▪ⱨⱴ♪ ≤∕─ Ᵽ꞉כ▫☻

▬ⱥ─ ╛ ─ ⅝⌂ ╩↓℮╗∫≡™√⁹Ᵽ☻ꜝ □ⱨכ◒≥ ─ │⁸

─ ⁸√≤ⅎ┌ ⁸ ─ ⌐╙ ╠⅛⌐ ╠╣╢⁹ ⌐ ∫

≡⁸ ─▪ꜝⱦ▪ ─ ⌐╟╢ │⁸ ≈─ ─ √∟⅜∆≢⌐ ⇔≡™

√↓≤╩ ⌐⇔√╡ ⇔√╡∆╢↓≤≢№∫√─≢№╢⁹ 
 

Al-FuSha: （フスハー）「正則語」にもいろいろ異なった方

言が存在しているのだということを初めて認めたが、それは 9世紀の
ことであった。またクーファ学派の学者たちは何でも分析の対象と考
え、アラビア語に見られる現象のすべてを記述しようとした。この点
が二つのライバル学派のもう一つの相違点である。というのは、バス
ラ学派の学者たちが分析の対象としたのは、もっとも基本的なパター
ンにもとづく一般的な現象に限られていたからである。クーファ学派
の学者たちは、形式の類推の規則よりも、多くの形式を不規則なまま
分類しようとしたのである。
　これら二つの学派は、言語分析のアプローチの仕方がそれぞれ異
なっていた。クーファ学派は、言語へのアプローチの方法として、純
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訳者あとがき

　本稿は Anas Hasan Abu: Mansour が 1986年にフロリダ大学に提出し
た 博 士 論 文、『A Functional Analysis of Sentence Structure in Standard 

ARABIC : A Three-level Approach.』 の 第 二 章「Traditional Arab 

Grammarians（伝統的アラビア語学者たち）」の部分（このタイトルの
章は pp.51-92であるが、そのうちの前半 p.62まで）を訳したもので
ある。

　アラビア語の文法学者について日本語で読める紹介は、クリステ
ヴァ『ことば、この未知なるもの』（国文社）の部分等いくつかの例
外を除けばあまりにも少ない。そこにこの論文の紹介の意味もあろう
と考えられるのだが、アブー・マンスールの論文は、一読して明らか
なように、あまりにも概観にすぎるとの批判もあるかもしれない。
　翻訳は、できる限り原文に忠実にと心掛けたが、一部かえって本文
よりも詳しく解説的に訳した部分もある。たとえば「Kala:m（話）」
を「Ism（名詞類）」、「Fi”l（動詞類）」、「Harf（不変化詞類）」という
部分の原文は、「speech」を「nouns」、「verbs」、「particles」に分類する
という表現がしてあったのだが、Si:bawayh（スィーバワイヒ）の Al-

Kita:b『アル＝キターブ（書）』の原文にあわせて伝統的アラビア語文
法の術語を使用した。また原文では人名のいくつかの表記に統一が見
られないものがあったが、気がついた範囲で修正しておいた。
　また、アラビア語の定冠詞「Al-」は、そのあとに続く名詞の最初
の音によって、そのまま「Al-（アル）」と発音されたり、同化して二
重子音になったりする。本稿では、「アッドゥアリ」と「ラヒマフッラー」
は二重子音になった発音を採用し、他は「Al-（アル＝）」と表記した。
　文中に出てきた『アインの書』等については【付録】の文献表を参
照されたい。
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 （1988年 8月 1日初稿、2015年 5月 7日改稿）
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